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研究要旨　

九州地域における地域支援者と拠点病院・行政の
連携、相互理解の推進
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HIV 陽性者の長期療養に伴い地域における医療介護連携の必要性がより一層強まっている。
本研究は、福岡県における HIV 陽性者の支援経験を有する医療機関や介護福祉サービス事
業所（以下、地域支援者）と拠点病院の連携、相互理解の推進のための HIV 陽性者地域支
援ネットワーク体制構築を目的とする。
本研究では目的達成のために (1) 医療介護福祉専門職や各事業所との連携および HIV の啓
発、(2)HIV 陽性者地域支援実務経験者のサポート、(3)HIV 陽性者の療養支援等に関する
課題解決に向けた協議および進捗管理、の３点を柱として取り組みを行った。 (1) に関し
て各職能団体を訪問し HIV 診療の実状を報告し HIV 陽性者受け入れのための協力を依頼
した。(2) に関しては地域支援者の連携強化のための「HIV サポーター連携カンファレンス」
を２回開催し顔の見える連携を構築することが出来た。(3) に関しては、拠点病院と職能
団体や行政、地域支援者、当事者団体等の関係者が話し合う場として「第１回福岡県 HIV
陽性者地域支援ネットワーク会議」を開催することが出来た。
HIV 陽性者が安心して利用できる「地域包括ケアシステム」の実現のためには地域におけ
る HIV 陽性者に対する理解とともに行政を含めた関係機関の連携が重要である。地域医療・
地域社会の問題として、拠点病院だけでなく、行政や職能団体、当事者支援団体が手を携え、
水平展開していきたいと考えている。

A. 研究目的
HIV 陽性者の長期療養に伴い、慢性期医療体制の

構築、地域における医療介護連携の必要性がより一
層強まっている。これまでもブロック拠点病院 ( 九
州医療センター ) および拠点病院を中心に二次病院、
療養施設、介護施設に対し患者受け入れ促進を目的
として研修を行ってきた。その結果、受け入れは少
しずつ増えてはいるものの、実際には様々な要因か
ら未だに受け入れ拒否が続いている。この受け入れ
拒否の問題は、九州各県で起こっており、HIV 診療
の「地域包括ケアシステム構築」において障害となっ
ている。本研究は、HIV 陽性者が取り残されない地

域包括ケアシステムの実現に向けて「福岡県 HIV 陽
性者地域支援ネットワーク構想」を掲げている（図
1）。まず福岡県をモデルケースとして、医療介護福
祉専門職や各事業所に向けた HIV の理解の促進、地
域支援者と拠点病院の連携、相互理解の推進のため
の HIV 陽性者地域支援ネットワーク体制を構築する
ことを目的とする。
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B. 研究方法
上記研究目的達成のために以下の３つのステップ

を柱として研究を行う。

1) 医療介護福祉専門職や各事業所に向けた HIV の
啓発
福岡地域の支援施設や職能団体、県医師会や行政

（福岡県、福岡市、北九州市、久留米市） の職員と面
談し HIV 医療の現状報告および HIV 陽性者受け入
れのための協力を依頼する。また、長期療養におい
て重要となってくる疾患の専門病院を訪問し連携を
スムーズにするための助言をいただく。
2) HIV 陽性者の地域支援者の連携及びサポート

地域支援者は HIV への差別・偏見や風評被害を背
景として、孤立した支援を行っている。

福岡県 HIV サポーター連携カンファレンスにて、
地域支援者、当事者団体、拠点病院が集まり、HIV
に関する最新情報の提供や支援者同士の意見交換会
を開催し顔の見える連携を構築する。
3) HIV 陽性者の療養支援等に関する課題解決に向

けた協議及び進捗管理
福岡県 HIV 陽性者地域支援ネットワーク会議に

て、医療介護福祉関係の職能団体やエイズ治療拠点
病院、行政及び当事者支援団体、地域支援者の代表
者が会し、HIV 陽性者の療養支援等に関する課題解
決に向けた協議を行う。具体的には、以下のビジョ
ン（①医療介護福祉専門職や各事業所に向けた HIV
の理解の促進、②協力機関ネットワークの構築、③
HIV 陽性者の支援実務経験者間連携・スキルアップ
の場の提供）の実現に向けた進捗管理を行う。

C. 研究結果
1) 医療介護福祉施設や各事業所への HIV 啓発

研究期間の２年間で、行政の職員（福岡県、福岡市、
久留米市）との面会、各職能団体（福岡県社会福祉
士会、福岡県精神保健福祉士協会、福岡県介護支援
専門員協会、福岡県医療ソーシャルワーカー協会、
福岡県介護福祉士会、福岡県医師会）および地域医
療を担う医療機関（透析、精神科、緩和ケア、回復
期、療養、訪問診療等）の訪問を行った。会長や事
務局長等と面会し HIV の基礎知識、HIV 陽性者の
動向や傾向、支援における課題等説明したのち、啓
発への協力、ネットワークへの参加を依頼した。そ
の結果、会員への HIV 啓発や理解促進のための機会
を得ることが出来た。具体的には、会員へのフライ
ヤー（図 2）の送付 4350 枚、各団体が開催する研修

（福岡県精神科病院協会、福岡県透析医会）や学会（福
岡県介護学会）において HIV の理解促進のための機
会を得ることができた。

研修および学会後のアンケートにて、HIV 陽性者
受け入れ促進のために必要なものとして、各研修、
学会ともに「研修会の開催」「拠点病院による針刺
し事故時の対応」「コンサルテーションも含めた拠
点病院によるバックアップ体制」「職員の賛成」が
上位に挙げられていた。拠点病院と受け入れ施設の
密な連携とともに、専門分野と HIV 感染の関わりに
特化した、より具体的な講演、研修を行うことが効
果的であると考えられた。

2) HIV 陽性者の地域支援者の連携及びサポート
地域支援者同士の横の連携、薬害被害者の受け入

れ促進、地域支援者と拠点病院との相互理解、連携
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陽性者が地域の中で安心して生活できる、地域支援者も安心して支援できる「地域包括
ケアシステム」の実現に向けて、拠点病院と職能団体や行政、支援実務経験者、当事者団体等
の関係者が手を携え、 陽性者の受け入れ協力機関の拡充、サービスの向上を目指す。

地 域 支 援 者 （ 実 務 経 験 者 ）
医療機関 訪問診療 訪問看護 介護支援専門員 相談支援専門員
入所施設 通所施設 ヘルパー 就労支援 など

当 事 者 支 援 団 体

福岡県 陽性者地域支援ネットワーク構想

行 政
福 岡 県 担 当 課
福岡市・北九州市・
久留米市担当課
県 派 遣

＜ネットワークの体制＞

エイズ治療拠点病院
九州医療センター（事務局）

産業医科大学病院 他

福岡県 陽性者地域支援
ネットワーク会議

厚 生 労 働 省
（ 進 捗 管 理 ）

職 能 団 体
福岡県医師会
福岡県社会福祉士会
福岡県精神保健福祉士協会
福岡県介護支援専門員協会
福岡県医療ソーシャルワーカー協会
福岡県介護福祉士会
【今後参画依頼予定】
福岡県看護協会
福岡県訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ連絡協議会
福岡県老人福祉施設協議会
福岡県介護老人保健施設協会
福岡県社会福祉協議会

厚生労働省科学研究費補助金エイズ対策研究事業
「非加熱血液凝固因子製剤による 感染血友病等患者
の長期療養体制の構築に関する患者参加型研究」班

図 1



138

非加熱血液凝固因子製剤によるHIV感染血友病等患者の長期療養体制の構築に関する患者参加型研究

の強化のために、「福岡県 HIV サポーター連携カン
ファレンス」を 2 回開催した。1 回目はオンライン
形式で行い、17 事業所（訪問看護、訪問薬剤、ケア
マネ、入所施設、デイサービス、拠点病院）から計
24 名が参加した。HIV に関する最新情報の提供、地
域での支援事例発表、意見交換、当事者支援団体・
薬害被害者支援団体の講演を行った。2 回目はハイ
ブリッド形式で開催し、25 事業所（訪問看護、訪問
薬剤、ケアマネ、入所施設、就労支援、拠点病院、
協力病院）から計 37 名が参加した。前半は「HIV 脳症」
に焦点を当てて講演および症例提示（同一症例を拠
点病院、受け入れ病院、受け入れ施設からそれぞれ
提示）を行った。後半は意見交換会にて「顔の見え
る連携作り」を行った。

カンファレンス終了後のアンケートでは、第 1 回
目、第 2 回目ともに、今回の研修が「HIV に関する
情報のアップデート」「仲間づくり」「拠点病院との
連携強化」「地域支援者との連携強化」に役立った
と考えており、改めて「正しい最新情報の発信」の
重要性とともに支援者間連携を目的とした研修の
ニーズがあることが分かった。また、「困ったとき
の相談窓口の明確化」が役立つと回答しており HIV
陽性者の受け入れ促進に際し、病院の相談窓口の明
確化が求められていることが分かった。これらの取

り組みを行う機関としては過半数が「行政機関」、「エ
イズ拠点病院」を挙げていた。行政機関と拠点病院
が協力し、地域啓発に取り組むことが望ましいと思
われる。また、1 回目は薬害被害者の支援に関して
のアンケートをおこなった。薬害被害者を支援する
上での懸念事項として「血友病についての知識不足」
が最も多く、その他、「現場職員の理解」、「薬害被
害者のメンタルケア」、「利用できる制度について」
が挙げられていた。地域支援者対象の研修では、血
友病や薬害被害者の知識が習得できる内容を盛り込
むことで懸念事項の軽減・解消が期待できる。

3) HIV 陽性者の療養支援等に関する課題解決に向
けた協議及び進捗管理
ネットワーク会議開催に際し「福岡県 HIV 陽性者

地域支援ネットワーク会議　設置要綱」を策定した。
それを基に各職能団体、拠点病院等、関係機関にネッ
トワーク会議に参加出来る委員を推薦いただいた。

「第 1 回福岡県 HIV 陽性者地域支援ネットワーク会
議」には、行政機関、九州ブロック拠点病院、福岡
県中核拠点病院、福岡県拠点病院、各職能団体、当
事者支援団体、地域支援者、から総勢 34 名の委員

（表 1）が参加した。初回の開催であったため、委員
の紹介、本会議設置の主旨と目的、ビジョンの説明、

図 2
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今後の方針、予定について説明した。具体的には、
初年度には、行政や職能団体の法定研修・地区研修
等での啓発活動を行い、事後アンケートによる実態
を調査すること、委員の個別ヒアリングにより意見
抽出を行い、課題を把握することを目標とする。会
議では拠点病院だけではなく、職能団体等受け入れ
る立場からの意見を盛り込んだ課題の検証・今後の
計画立案を行う予定である。

D. 考 察
「福岡県 HIV 陽性者地域支援ネットワーク構想」

の実現のためには、以下の３つのステップが必要と
考える。1 つは、医療・介護・福祉施設への「HIV
感染症」「血友病」に対する正しい知識の普及・啓
発である。九州医療センターでは、HIV 陽性者の受
け入れ促進のために受け入れ施設を中心に個別に研
修を行ってきた（出前研修＋実地研修　計 150 回、
受講者数のべ 3438 名）。その結果、受け入れ施設数
も徐々に増加し、ある程度の成果を得ている。しか

区分 職名

九州ブロック
拠点病院

【会長】
九州医療センター AIDS/HIV総合治療センター  医師

九州医療センター 総合治療センター

中核拠点病院

産業医科大学病院 診療センター医師

産業医科大学病院 診療センター コーディネーターナース

産業医科大学病院 診療センター薬剤師

産業医科大学病院 診療センターカウンセラー

拠点病院

九州大学病院総合診療科医師

九州大学病院医療連携センター 患者サービス課

福岡大学病院感染制御部医師

福岡大学病院地域医療連携センター

久留米大学病院呼吸器・神経・膠原病内科医師

久留米大学病院医療連携センター

飯塚病院総合診療科医師

聖マリア病院患者支援部

職能団体

公益社団法人福岡県医師会常任理事

公益社団法人福岡県介護支援専門員協会常任理事

一般社団法人福岡県医療ソーシャルワーカー協会理事

公益社団法人福岡県社会福祉士会医療委員会委員

一般社団法人 福岡県精神福祉士協会 委員代理

公益社団法人福岡県介護福祉士会理事

当事者
支援団体

社会福祉法人はばたき福祉事業団九州支部事務局長

特定非営利活動法人ネットワーク医療と人権

notAlone Fukuoka HIV陽性者交流会 代表

地域支援者代表 訪問看護ステーションラポールほのぼの

行政

福岡県保健医療介護部がん感染症疾病対策課感染症対策係係長

福岡県保健医療介護部がん感染症疾病対策課感染症対策係主任技師

福岡市保健医療局健康医療部保健予防課保健師

北九州市保健福祉局感染症医療政策課

久留米市保健所保健予防課保健師

表 福岡県 陽性者地域支援ネットワーク会議委員表 1. 福岡県 HIV 陽性者地域支援ネットワーク会議委員
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し一方、受け入れ拒否の事例も持続している。今回、
各職能団体への訪問、行政機関との面会を行った。

「職能団体」の協力により HIV に対する正しい知識
の普及・啓発を効率良く行うことが出来た。しかし
一方で、地域支援者における HIV に対する理解が未
だ不十分であることを実感した。今後、「職能団体」
の協力により、さらに広範囲の地域支援者に HIV の
啓発を行っていく予定である。

2 つ目のステップは、HIV 陽性者を地域で支援し
ている地域支援者のサポートである。昨年、地域支
援者支援のために開催した「第 1 回 HIV サポーター
連携カンファレンス」において、本カンファレンス
による地域支援者間の連携、地域支援者と拠点病院
の連携が期待されていることが分かった。今年度は、
ハイブリッド形式で開催でき、支援者同士および拠
点病院との連携強化につながったと考えている。ま
た、このカンファレンスは、地域支援経験者が参加
するため、「血友病」や「HIV 脳症」など、現時点
で問題になっているトピックに焦点を当てて実践的
に、より深く検討を行うことが可能である。課題の
解決だけではなく、地域支援者の質的向上につなが
ることが期待できる。

3 つ目は、HIV 陽性者の療養支援の問題を地域医
療・地域社会全体の問題として、拠点病院だけでな
く、行政や職能団体、当事者支援団体・地域支援者
が協力し、水平展開していくことである。その取り
まとめの組織として「福岡県 HIV 陽性者地域支援
ネットワーク会議」を設置した。

今回、2 年という短い研究期間であったが、上
記 3 つのステップに取り組むことによって「福岡県
HIV 陽性者地域支援ネットワーク構想」の土台を築
くことができたと感じている。今後、関係者が手を
携え、各職種や地域の事情を踏まえながら、HIV 陽
性者の受け入れ協力機関の拡充、サービスの向上を
目指したネットワークを作り上げていきたい。

E. 結 論
HIV 陽性者が安心して利用できる「地域包括ケア

システム」の実現のためには地域における HIV 陽性
者に対する理解とともに行政を含めた関係諸機関の
連携が重要である。福岡における HIV 陽性者地域支
援ネットワーク体制の構築法は１つのモデルとなり
得る。
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